








要約:福島県における三歳児健康診査での眼科検診は,平成3年1月より実施されているが,

その受診率は毎年約 90%と高く,屈折異常や弱視が発見され,効果を上げている。しかしな

がら,要精検とされた児がその後どのように治療や経過観察を受けているかは現時点で不

明である。異常が疑われたり,発見されてもその異常に対して適切な指導,治療,経過観察

がなされて初めて真に三歳児健康診査における眼科検診が有効であるといえるのではない

かと考える。

そこで,今回は平成 4年度の福島県における眼科検診の施行状況とともに,福島保健所管内

における眼科検診で要精検とされた児が,どのような事後措置を受けているかを調査し,検

討した。


